
 
高
岡
教
区 

☆
平
成
二
十
四
年
度
定
期
教
区
会
の
ご
報
告  

 

去
る
三
月
二
十
六
日
（
火
）
に
平
成
二
十
四
年
度

高
岡
教
区
定
期
教
区
会
が
開
催
さ
れ
、
法
規
議
案
二

件
並
び
に
平
成
二
十
五
年
度
一
般
会
計
予
算
を
含
む

財
務
議
決
議
案
七
件
が
慎
重
審
議
の
上
、
可
決
承
認

さ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
財
団
関
係
各
種
会
計
予
算
に
つ
い
て
報

告
さ
れ
ま
し
た
。 

※
平
成
二
十
五
年
度
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て 

教
区
の
一
般
会
計
の
歳
入
で
は
、
ま
ず
、
教
区
賦
課

金
で
、
本
年
度
賦
課
金
が
前
年
度
よ
り
約
九
十
四
万
の

減
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
前
年
度
予
算
の
な

か
に
関
野
組
常
念
寺
教
区
賦
課
金
依
頼
額
が
計
上
さ

れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
。
今
年
度
以
降
は
常
念
寺

の
依
頼
分
は
計
上
し
ま
せ
ん
。 

過
年
度
賦
課
金
に
つ
い
て
は
、
氷
見
西
組
長
光
寺
過

年
度
未
納
金
で
す
。
教
務
所
事
務
補
助
金
費
で
は
、
教

務
所
長
の
給
与
・
賞
与
の
増
額
を
見
込
ん
で
ま
す
。
各

種
助
成
金
で
は
、
今
年
度
当
教
区
担
当
に
よ
り
連
区
布

教
使
研
修
が
開
催
さ
れ
る
た
め
に
増
額
を
し
、
親
鸞
聖

人
七
百
五
十
回
大
遠
忌
懇
志
教
化
助
成
金
は
計
上
せ

ず
、
そ
の
他
助
成
金
に
つ
い
て
若
干
減
額
し
ま
し
た
。 

門
徒
講
助
成
金
で
は
、
前
年
度
の
実
績
に
よ
り
教
化

助
成
費
を
増
額
。
願
記
手
数
料
で
は
、
今
年
度
七
月
末

で
教
区
内
の
殆
ど
の
寺
院
に
お
い
て
責
任
役
員
・
門
徒

総
代
の
任
期
が
満
了
と
な
る
た
め
、
責
任
役
員
の
交
替

が
あ
り
、
本
山
願
記
が
増
と
な
る
こ
と
を
予
想
し
、
教

区
願
記
手
数
料
を
増
額
、
前
年
度
剰
余
見
込
金
は
前
年

度
現
況
に
よ
り
減
額
し
ま
し
た
。 

雑
収
入
で
は
、
本
山
会
計
検
査
員
か
ら
の
指
摘
に
よ

り
、
こ
れ
ま
で
、
参
加
費
を
い
た
だ
き
実
施
し
て

お
り
ま
し
た
事
業
（
主
と
し
て
実
践
運
動
推
進
委

員
研
修
会
・
千
鳥
ケ
淵
法
要
団
参
）
に
つ
い
て
、
収
入

と
経
費
を
差
し
引
い
た
不
足
分
の
み
歳
出
項
目
よ
り

支
出
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度
よ
り
、
参
加
費
等
の

収
入
全
額
を
雑
収
入
に
収
納
し
、
支
出
総
額
を
歳
出
の

部
に
お
い
て
支
出
す
る
こ
と
と
な
り
、
大
幅
な
増
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

歳
出
で
は
、
ま
ず
、
実
践
運
動
推
進
費
で
は
、
参
加

費
を
い
た
だ
き
実
施
し
て
い
ま
し
た
事
業
（
主
と
し
て

実
践
運
動
推
進
委
員
研
修
会
・
千
鳥
ケ
淵
法
要
団
参

等
）
の
経
費
総
額
を
支
出
い
た
す
こ
と
と
な
り
、
大
幅

な
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
教
務
所
費
で
は
、
人
件
費
で

職
員
給
与
の
自
然
増
を
見
込
ん
で
い
ま
す
が
、
今
年
度

予
算
の
予
備
費
と
の
関
係
に
よ
り
、
常
勤
職
員
の
賞
与

を
減
額
し
た
た
め
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
別
会
計
三

会
計
へ
の
回
金
は
今
年
度
も
支
出
し
な
い
こ
と
と
し

ま
し
た
。
教
学
財
団
に
対
す
る
助
成
金
に
つ
い
て
は
、

財
団
の
運
営
補
助
の
た
め
前
年
度
同
様
に
助
成
し
ま
す
。 

※
平
成
二
十
四
年
度
一
般
会
計
予
算
追
加
更
正 

歳
入
で
、
教
区
賦
課
金
は
、
本
年
度
賦
課
金
で
関
野

組
常
念
寺
依
頼
額
の
計
上
の
た
め
、
ま
た
減
免
に
よ
り

減
。
教
務
所
事
務
補
助
金
で
は
前
教
務
所
長
退
職
金
の

繰
入
に
よ
り
増
。
地
方
選
管
委
員
会
費
で
は
、
宗
会
議

員
選
挙
が
実
施
さ
れ
た
た
め
増
。
各
種
助
成
金
で
は
宗

門
法
規
改
正
に
よ
る
公
聴
会
実
施
助
成
金
収
納
の
た

め
増
。
門
徒
講
助
成
金
で
は
特
別
門
徒
講
助
成
金
増
に

よ
る
増
。
願
記
手
数
料
で
は
本
山
願
記
手
数
料
増
に
よ

り
増
。
前
年
度
剰
余
見
込
金
で
増
と
し
ま
し
た
。 

歳
出
で
は
、
実
践
運
動
推
進
費
で
減
額
し
ま
し
た
が
、

こ
れ
は
、
主
に
黎
明
講
座
講
師
交
通
費
の
減
、
門
徒
推
進

員
研
修
関
係
費
の
減
、
会
議
費
の
減
等
に
よ
る
も
の
。
青

少
年
育
成
費
で
は
、
児
童
念
仏
奉
仕
団
参
加
増
の
た
め
増

額
し
ま
し
た
。 

会
議
費
で
は
、
教
区
会
の
会
議
費
増
に
よ
り
増
、
諸
会

議
費
で
教
務
所
長
歓
送
迎
会
助
成
、
ま
た
、
公
聴
会
開
催

の
た
め
増
額
。
宗
会
議
員
選
挙
事
務
費
は
、
今
年
度
は
宗

会
選
挙
が
実
施
さ
れ
た
た
め
増
。
人
件
費
で
は
、
前
教
務

所
長
退
職
金
の
支
出
に
よ
り
増
と
な
り
ま
し
た
。
事
務
費

で
は
、
各
種
印
刷
経
費
増
、
消
耗
品
購
入
費
増
の
た
め
増
、

出
張
交
通
費
で
は
北
陸
藤
の
会
（
北
陸
財
界
人
懇
談
会
）

開
催
の
た
め
、
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
視
察
等
の
た
め
増

額
と
し
ま
し
た
。 

※
平
成
二
十
四
年
度
教
区
特
別
会
計
予
算 

平
衡
資
金
会
計
・
転
退
職
会
計
・
災
害
対
策
費
会
計

は
前
年
度
と
同
様
。
教
化
資
料
作
成
費
は
、
前
年
度
繰

越
金
の
増
に
よ
り
増
額
。
キ
ッ
ズ
サ
ン
ガ
推
進
費
で
は
、

前
年
度
繰
越
金
の
減
に
よ
り
総
額
で
減
、
ま
た
、
今
年

度
も
、
研
修
費
で
福
島
の
こ
ど
も
た
ち
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ

事
業
実
施
を
計
画
し
て
い
ま
す
。 

※
法
規
議
案 

平
成
二
十
五
年
度
年
度
予
算
案
審
議
に
先
立
ち
、
ま
ず
、

法
規
承
認
議
案
第
一
号
「
高
岡
教
区
賦
課
基
準
に
関
す
る
区

令
案
」
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
議
案
は
、
こ
の
た
び
の

宗
派
法
規
改
正
に
よ
り
、
宗
派
賦
課
金
の
な
か
に
第
四
種
賦

課
金
と
し
て
、
従
来
の
門
徒
講
金
が
組
み
込
ま
れ
た
た
め
、

現
在
の
教
区
区
令
の
ま
ま
で
は
、
こ
の
第
四
種
賦
課
金
を
含

め
た
一
二
〇
％
が
教
区
寺
院
に
賦
課
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

教
区
内
寺
院
の
負
担
額
が
増
大
す
る
こ
と
か
ら
、 
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□
東
日
本
大
震
災
三
回
忌
法
要
が
勤
修
さ
れ
る 
従
来
通
り
の
依
頼
額
と
す
る
た
め
、
区
令
を
変
更
し
た
も
の
。 

予
算
案
審
議
後
、
法
規
議
案
第
二
号
「
寺
院
振
興
対
策
委
員
会
設
置
規

則
」
区
令
案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
区
令
は
、
過
疎
過
密
に
伴
う
寺

院
の
振
興
支
援
対
策
、
ま
た
、
国
内
開
教
促
進
問
題
の
対
応
の
た
め
に
先

に
宗
派
で
制
定
さ
れ
た
、
中
央
「
寺
院
振
興
対
策
基
本
規
程
」
並
び
に
、「
同

施
行
条
例
」
に
よ
る
教
区
委
員
会
設
置
規
則
の
区
令
案
で
す
。 

両
議
案
と
も
に
慎
重
審
議
の
上
、
原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
「
寺
院
振
興
対
策
委
員
会
設
置
規
則
」
に
基
づ
き
、
教
区
委

員
会
委
員
の
構
成
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
教
区
委
員
会
委
員
は
、
教
区
会

議
長
、
教
区
会
副
議
長
、
各
組
組
長
の
計
十
五
名
の
皆
様
に
就
任
の
依
頼

を
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

※
教
学
財
団
関
係 

去
る
三
月
二
十
二
日
（
金
）
に
財
団
理
事
会
・
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
先
月
号
で
既
報
の
通
り
、
国
の
公
益
法
人
制
度
改
革
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
の
財
団
が
解
散
し
、
新
た
に
「
一
般
財
団
法
人
」
と
し
て
設
立

認
可
を
受
け
る
べ
く
富
山
県
に
対
し
申
請
を
行
っ
て
来
た
結
果
、
三
月
十

九
日
付
で
正
式
に
富
山
県
か
ら
「
設
立
認
可
」
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
を
受
け
、
四
月
一
日
付
で
の
「
設
立
登
記
」
に
向
け
て
法
務
局
に
対
し

登
記
申
請
を
い
た
し
ま
し
た
。 

さ
て
、
教
学
財
団
理
事
評
議
員
会
で
は
先
述
の
一
般
財
団
設
立
に
む
け

て
の
現
況
報
告
の
後
、
平
成
二
十
五
年
度
予
算
案
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
予
算
案
編
成
に
つ
い
て
、
こ
の
た
び
の
公
益
法
人
制
度
改
革
に

よ
り
、
新
規
に
設
立
さ
れ
る
法
人
の
会
計
に
つ
い
て
は
特
別
会
計
が
認
め

ら
れ
な
く
な
り
、
こ
れ
ま
で
あ
っ
た
基
金
会
計
・
教
学
開
発
室
会
計
を
一

般
会
計
に
一
本
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
別
紙
の
通

り
の
予
算
案
と
な
り
ま
し
た
。
但
し
、
今
年
度
事
業
に
特
段
の
変
更
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
教
学
開
発
室
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
は
従
来
通
り
の

予
算
を
計
上
し
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
財
団
が
解
散
さ
れ
、

新
財
団
と
な
る
こ
と
か
ら
、
今
後
そ
の
位
置
づ
け
や
活
動
内
容
に
つ
い
て

の
検
討
が
必
要
と
な
る
と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

※
各
種
予
算
書
・
区
令
を
別
紙
に
同
封
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
覧

下
さ
い
。 

去
る
三
月
十
一
日
、
西
本
願
寺
高
岡
会
館
礼
拝
堂
に
お

い
て
東
日
本
大
震
災
三
回
忌
法
要
が
勤
修
さ
れ
、
百
五
十

名
余
り
の
方
が
参
拝
し
、
支
援
へ
の
思
い
を
新
た
に
し
た
。

今
回
の
法
要
は
、
震
災
か
ら
二
年
の
月
日
が
経
ち
、
関
心

も
薄
れ
つ
つ
あ
る
中
で
、
今
な
お
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ

て
い
る
被
災
地
の
現
状
を
知
っ
て
も
ら
い
、
支
援
へ
の
取

り
組
み
を
改
め
て
考
え
て
い
た
だ
く
こ
と
を
趣
旨
と
し

て
企
画
さ
れ
た
も
の
。 

高
岡
教
区
十
三
組
か
ら
の
出
勤
法
中
に
よ
る
阿
弥
陀
経

の
お
勤
め
の
後
、
教
区
内
で
支
援
活
動
に
取
り
組
ん
で
お

ら
れ
る
北
鹿
渡
庸
子
さ
ん
（
寺
院
女
性
会
連
盟
会
長
）
石

野
順
子
さ
ん
（
仏
教
婦
人
連
盟
委
員
長
）
青
木
哲
隆
さ
ん

（
寺
族
青

年

会

会

員
）
棚
田

美
喜
子
さ

ん
（
高
岡

龍
谷
高
校

Ｏ
Ｂ
）
、
加

藤
悦
夫
さ

ん
（
若
神

組
門
徒
推

進
員
）
の

五
名
に
よ

る
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
今
ま

で
取
り
組
ん
で
き
た
支
援
活
動
や
、
活
動
を
通
し

て
抱
い
た
思
い
を
お
話
し
さ
れ
た
。
特
に
棚
田
美
喜
子

さ
ん
は
、
仮
設
住
宅
へ
児
童
書
を
寄
贈
し
た
活
動
や
、

高
岡
教
区
で
開
催
し
た
夏
休
み
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
子
ど

も
た
ち
と
交
流
し
た
体
験
を
通
じ
て
学
ん
だ
こ
と
を
お

話
し
さ
れ
、
「
福
島
の
子
ど
も
た
ち
を
支
援
す
る
活
動

を
続
け
た
い
、
少
し
で
も
助
け
に
な
り
た
い
」
と
い
う

思
い
を
述
べ
ら
れ
た
際
に
は
会
場
が
大
き
な
拍
手
に
包

ま
れ
た
。 

法
要
の
終
わ
り
に
は
、
「
福
島
か
ら
の
ビ
デ
オ
メ
ッ

セ
ー
ジ
」
と
し
て
、
福
島
第
一
原
発
三
十
キ
ロ
圏
内
に

立
地
す
る
東
北
教
区
相
馬
組
の
湯
澤
義
秀
組
長
（
勝
縁

寺
住
職
）
と
杉
岡
誠
さ
ん
（
飯
舘
村
善
仁
寺
住
職
）
、

夏
休
み
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
参
加
さ
れ
た
ご
家
族
か
ら

の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
流
さ
れ
た
。 

ビ
デ
オ
で
は
、
壊
滅
状
況
に
あ
る
農
業
漁
業
関
係
者

の
窮
状
や
、補
償
金
の
違
い
を
巡
る
住
民
同
士
の
対
立
、

未
だ
目
処
の
立
た
な
い
放
射
能
汚
染
対
策
の
現
状
を
お

伝
え
い
た
だ
く
と
と
も
に
、「
苦
し
い
現
状
の
中
、高
岡

の
皆
さ
ん
か
ら
の
支
援
は
、
大
変
心
強
く
思
っ
て
い
ま

す
。
」
と
支
援
に
対
す
る
感
謝
の
念
を
述
べ
ら
れ
た
。  
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本
日
、
二
〇
一
二
（
平
成
二
十
四
）
年
度
高
岡
教
区
定
期
教
区
会
を
召
集
い
た
し
ま
し
た
と

こ
ろ
、
教
区
会
議
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
公
私
ご
多
用
に
も
か
か
わ
ら
ず
ご
出
席
い
た
だ
き
、
教

区
の
宗
務
運
営
に
か
か
り
ま
す
重
要
案
件
に
つ
き
ま
し
て
ご
審
議
賜
り
ま
す
こ
と
、
衷
心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
昨
年
宗
門
で
は
、
宗
門
の
形
態
を
定
め
る
最
高
法
規
で
あ
り
ま
す
「
浄
土
真
宗
本
願

寺
派
宗
制
」
が
六
十
年
ぶ
り
に
見
直
さ
れ
、
四
月
か
ら
新
た
な
始
ま
り
を
期
す
る
べ
く
体
制
が

整
え
ら
れ
ま
し
た
。 

こ
の
度
は
、
宗
法
改
正
後
初
の
定
期
宗
会
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
中
で
園
城
新
総
局
は
次
年
度

基
本
方
針
と
し
て
「
広
げ
よ
う
お
念
仏
の
声
満
ち
る
社
会
へ
ー
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
し
て
ー
」

と
示
さ
れ
、
宗
制
に
掲
げ
る
「
自
他
共
に
心
豊
か
に
生
き
る
こ
と
の
で
き
る
社
会
の
実
現
」
に

向
け
、
宗
務
を
推
進
し
て
行
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
教
区
と
い
た
し
ま
し
て
も
こ
の
基
本
方

針
を
反
映
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

さ
て
、
昨
年
は
機
構
改
革
に
伴
い
、
従
前
の
基
幹
運
動
の
名
称
も
「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ

す
運
動
」（
実
践
運
動
）
と
改
め
ら
れ
、
宗
門
全
体
の
も
の
と
し
て
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
高
岡
教
区
に
お
い
て
も
公
聴
会
を
開
催
し
、
法
規
の
改
正
に
伴
う
宗
務

組
織
の
改
革
の
企
図
や
「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
」
総
合
基
本
計
画
に
基
づ
く
重
点
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
の
説
明
の
も
と
、
今
後
を
踏
ま
え
た
ご
意
見
等
を
頂
戴
し
、「
新
た
な
始

ま
り
」
の
歩
み
を
は
じ
め
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
時
期
的
な
遅
れ
も
あ
り
、
軌
道
に
乗
れ
な

か
っ
た
の
が
現
状
で
あ
り
、
次
年
度
か
ら
が
本
当
の
始
ま
り
だ
と
思
う
事
で
あ
り
ま
す
。 

教
区
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
基
幹
運
動
の
成
果
を
も
踏
ま
え
、

誰
も
が
心
豊
か
に
生
き
る
こ
と
の
で
き
る
御
同
朋
の
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
、
事
業
展
開
を
進

め
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
り
一
層
の
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
先
の
東
日
本
大
震
災
発
生
か
ら
二
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
地
震
発
生
当
初
の
よ
う
な
緊

急
事
態
で
は
無
く
な
り
ま
し
た
が
、
時
が
移
り
変
わ
る
中
で
教
団
本
来
の
役
割
が
問
わ
れ
て
い

る
よ
う
で
も
あ
り
ま
す
。
高
岡
教
区
に
お
い
て
は
、
震
災
発
生
早
々
か
ら
教
区
災
害
対
策
委
員

会
が
機
能
い
た
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
派
遣
や
、
支
援
米
の
提
供
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
実

施
等
々
、
併
せ
て
、
各
ご
寺
院
・
教
化
団
体
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
広
い
範
囲
で
支

援
活
動
を
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
震
災
発
生
以
降
も
様
々
な
災
害
が
発
生
し
、

未
だ
多
く
の
方
々
が
不
安
を
抱
え
た
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
り
ま
す

が
、
念
仏
者
と
し
て
の
自
覚
の
も
と
、
今
後
と
も
教
区
内
皆
様
方
の
ご
協
力
を
賜
り
な
が
ら
、

活
動
を
続
け
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

さ
て
、
明
年
度
の
教
区
に
お
け
る
「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
」
推
進
計
画
に
つ
い
て

で
あ
り
ま
す
が
、
教
区
の
教
化
伝
道
活
動
は
基
幹
運
動
の
推
進
を
中
心
と
し
て
行
わ
れ
て
お
り
、

毎
年
そ
の
内
容
を
検
証
す
る
と
と
も
に
、
よ
り
一
層
の
推
進
に
向
け
て
内
容
の
見
直
し
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
び
は
、
そ
の
成
果
を
継
承
し
課
題
を
克
服
す
る
た
め
、「
御
同
朋
の
社

会
を
め
ざ
す
運
動
」（
実
践
運
動
）
と
名
称
が
改
め
ら
れ
、
新
た
に
「
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
は
明
年
度
が
三
ヶ
年
度
計
画
の
二

年
目
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
今
後
は
課
題
の
実
践
や
成
果
が
問
わ
れ
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
が
、

よ
り
教
区
内
外
へ
周
知
す
る
と
と
も
に
、
実
効
性
あ
る
推
進
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

本
年
度
は
、
新
「
宗
法
」
や
「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
」
へ
の
移
行
や
機
構
改
革
の

為
、
少
な
か
ら
ず
教
区
や
組
に
お
い
て
混
乱
や
困
惑
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
反
省
を
も
踏
ま
え

て
、
今
年
度
の
基
本
方
針
に
「
こ
れ
ま
で
の
運
動
の
成
果
を
継
承
し
つ
つ
、
新
た
な
枠
組
み
（
組

織
・
研
修
・
事
業
）
に
関
す
る
検
討
を
始
め
る
」
と
改
め
た
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。 

次
年
度
に
お
い
て
も
、
推
進
計
画
の
目
標
を
「
同
朋
教
団
の
再
生
を
め
ざ
し
て
」
と
定
め
、

「
念
仏
の
こ
こ
ろ
に
生
き
る
生
活
を
」
と
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
基
本
方
針
に
「
こ
れ
ま
で

の
運
動
の
成
果
を
継
承
し
つ
つ
、
新
た
な
枠
組
み
（
組
織
・
研
修
・
事
業
）
に
関
す
る
検
討
を

始
め
る
」
と
し
、
重
点
施
策
と
し
て
、
新
た
に
、
教
区
に
お
け
る
「
過
去
帳
又
は
こ
れ
に
類
す

る
帳
簿
の
開
示
問
題
」
へ
の
取
り
組
み
、
組
・
所
属
組
織
対
象
「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運

動
」
推
進
研
修
会
の
実
施
等
を
加
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
の
事
業
に

つ
き
ま
し
て
は
従
来
通
り
の
実
施
を
予
定
し
て
お
り
、
教
化
団
体
の
活
動
等
に
関
し
ま
し
て
も
、

例
年
実
施
い
た
し
て
お
り
ま
す
行
事
や
活
動
を
踏
襲
し
た
計
画
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
よ
り

一
層
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

そ
れ
で
は
こ
こ
で
、
今
般
上
程
い
た
し
ま
す
議
案
の
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

上
程
い
た
し
ま
す
議
案
と
し
て
は
、
財
務
議
決
議
案
七
件
。 

第
一
号 
平
成
二
十
五
年
度 

高
岡
教
区
歳
計
予
算
案 

第
二
号 

平
成
二
十
五
年
度 

特
別
会
計
平
衡
資
金
積
立
歳
計
予
算
案 

第
三
号 

平
成
二
十
五
年
度 

特
別
会
計
転
退
職
積
立
歳
計
予
算
案 

第
四
号 

平
成
二
十
五
年
度 

特
別
会
計
災
害
対
策
歳
計
予
算
案 

《
二
〇
一
二
年
度
定
期
教
区
会
挨
拶
》 
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第
五
号 

平
成
二
十
五
年
度 

特
別
会
計
教
化
資
料
作
成
費
歳
計
予
算
案 

第
六
号 

平
成
二
十
五
年
度 

特
別
会
計
キ
ッ
ズ
サ
ン
ガ
推
進
費
歳
計
予
算
案 

第
七
号 

平
成
二
十
四
年
度 

高
岡
教
区
歳
計
予
算
補
正
案 

法
規
議
案
二
件 

第
一
号
「
高
岡
教
区
賦
課
基
準
に
関
す
る
区
令
案
」 

第
二
号
「
高
岡
教
区
寺
院
振
興
対
策
委
員
会
設
置
規
則
区
令
案
」 

以
上
、
九
件
の
議
案
に
つ
い
て
概
略
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

ま
ず
、
第
一
号
の
「
平
成
二
十
五
年
度
高
岡
教
区
歳
計
予
算
案
」
に
つ
い
て
で
す
が
、
歳
入

合
計
は
、
六
千
三
百
七
十
三
万
円
と
し
、
昨
年
度
よ
り
八
十
八
万
四
千
四
百
四
十
円
の
増
額
を

見
込
ん
で
お
り
ま
す
。
主
な
要
因
と
し
て
は
、
二
款
四
項
、
門
徒
講
助
成
金
に
つ
い
て
、
今
年

度
実
績
に
よ
り
四
十
万
円
の
増
。
ま
た
、
三
款
一
項
、
願
記
手
数
料
に
つ
い
て
、
高
岡
教
区
寺

院
（
責
任
役
員
・
総
代
）
の
任
期
満
了
手
続
き
に
伴
う
手
数
料
と
し
て
五
十
万
円
の
増
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。
尚
、
六
款
、
雑
収
入
に
つ
い
て
は
大
幅
な
増
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
実
践
運
動

推
進
員
研
修
参
加
費
並
び
に
千
鳥
ヶ
淵
法
要
団
参
参
加
費
の
全
額
計
上
指
導
に
よ
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。 

次
に
、
歳
出
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
一
款
一
項
三
目
「
実
践
運
動
推
進
費
」
に
つ
い
て

は
、
百
六
十
八
万
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
歳
入
に
お
け
る
雑
収
入
で
説
明
の
通
り
、
実

践
運
動
推
進
員
研
修
参
加
費
並
び
に
千
鳥
ヶ
淵
法
要
団
参
参
加
費
の
全
額
計
上
指
導
に
伴
い
、

実
際
に
か
か
る
と
思
わ
れ
る
経
費
を
見
込
ん
だ
こ
と
に
よ
る
増
で
あ
り
ま
す
。
又
、
四
款
一
項

二
目
、
諸
手
当
に
つ
き
ま
し
て
は
約
六
十
万
円
減
額
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
予
備
費
の
関
係

上
、
常
勤
職
員
の
賞
与
を
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
く
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

以
上
で
「
平
成
二
十
五
年
度
高
岡
教
区
歳
計
予
算
案
」
の
説
明
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

尚
、
教
区
会
計
は
厳
し
い
状
況
で
も
あ
り
、
事
業
内
容
と
し
て
も
特
に
目
新
し
い
も
の
は
ご

ざ
い
ま
せ
ん
が
、
内
容
を
見
直
し
な
が
ら
更
な
る
年
度
に
向
け
て
建
設
的
に
す
す
め
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。 

次
に
、
「
第
二
号
平
成
二
十
五
年
度
特
別
会
計
平
衡
資
金
積
立
歳
計
予
算
案
」
、
「
第
三
号
平

成
二
十
五
年
度
特
別
会
計
転
退
職
積
立
歳
計
予
算
案
」
、「
第
四
号
平
成
二
十
五
年
度 

特
別
会

計
災
害
対
策
歳
計
予
算
案
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
年
度
と
ほ
ぼ
同
様
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

次
の
「
第
五
号
平
成
二
十
五
年
度 

特
別
会
計
教
化
資
料
作
成
費
歳
計
予
算
案
」
に
つ
い
て

は
、
書
籍
頒
布
収
入
の
増
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
他
は
今
年
度
と
同
様
で
あ
り
ま
す
。 

次
に
「
第
六
号
平
成
二
十
五
年
度 

特
別
会
計
キ
ッ
ズ
サ
ン
ガ
推
進
費
歳
計
予
算
案
」
に
つ

い
て
で
す
が
、
こ
の
会
計
は
、
大
遠
忌
宗
門
長
期
振
興
計
画
の
事
業
と
し
て
計
画
さ
れ
事
業
に

対
す
る
助
成
金
を
収
納
す
る
特
別
会
計
で
あ
り
ま
す
が
、
三
款
一
項
、
前
年
度
繰
越
見
込
金
が

減
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
は
、
福
島
の
子
供
た
ち
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
事
業
を
行
っ
た
関
係
で
あ

り
ま
す
。 

次
の
第
七
号 

平
成
二
十
四
年
度 

高
岡
教
区
歳
計
予
算
補
正
案
に
つ
い
て
で
す
が
、
従
来

は
追
加
更
正
予
算
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
宗
派
の
法
規
変
更
に
伴
い
「
追
加
更
正
」
と
言
う

言
葉
が
な
く
な
り
、
全
て
「
補
正
」
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。 

予
算
補
正
に
つ
い
て
は
現
況
に
即
し
た
補
正
で
あ
り
、
支
出
の
主
な
要
因
と
し
て
は
、
前
所

長
退
職
金
繰
り
入
れ
に
よ
る
増
、
宗
会
議
員
選
挙
実
施
に
よ
る
増
、
公
聴
会
開
催
助
成
金
繰
り

入
れ
に
よ
る
増
、
願
記
手
数
料
の
増
で
あ
り
ま
す
。 

以
上
で
財
務
議
決
議
案
の
概
略
説
明
を
終
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

次
に
、
法
規
議
案 

第
一
号
「
高
岡
教
区
賦
課
基
準
に
関
す
る
区
令
案
」
に
つ
い
て
で
す
が
、

こ
れ
ま
で
教
区
賦
課
金
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
宗
派
賦
課
金
の
百
二
十
％
を
教
区
寺
院
に
賦
課

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
宗
派
賦
課
金
の
百
二
十
％
と
い
う
こ
と
で
、
第
四
種
賦
課
金

も
含
ま
れ
て
し
ま
う
こ
と
と
な
り
ま
す
た
め
、
区
令
を
変
更
し
た
い
と
言
う
も
の
で
、
新
た
に

「
教
区
賦
課
金
は
、
前
年
度
宗
派
賦
課
金
の
う
ち
第
一
種
賦
課
金
及
び
第
二
種
賦
課
金
の
合
計

額
の
百
二
十
％
を
教
区
寺
院
に
賦
課
す
る
」
と
言
う
文
言
に
変
更
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

最
後
に
、
法
規
議
案 

第
二
号
「
高
岡
教
区
寺
院
振
興
対
策
委
員
会
設
置
規
則
区
令
案
」
に

つ
い
て
で
す
が
、
二
〇
〇
八
（
平
成
二
十
）
年
二
月
二
十
九
日
付
宗
則
に
て
「
寺
院
振
興
対
策

基
本
規
定
」
が
定
め
ら
れ
、
寺
院
振
興
支
援
対
策
の
効
果
的
な
推
進
実
施
に
資
す
る
た
め
、
宗

務
所
に
、
中
央
委
員
会
を
置
き
、
教
区
に
、
教
区
委
員
会
を
置
く
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
所
掌
事
項
や
組
織
基
準
等
に
つ
い
て
は
宗
則
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
度
、
教
区
と
し

て
の
区
令
案
を
作
成
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
教
区
委
員
会
を
常
設
し
た
い
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。 以

上
が
、
こ
の
度
、
平
成
二
十
五
年
度
高
岡
教
区
定
期
教
区
会
に
上
程
い
た
し
ま
し
た
、
財

務
議
決
議
案
七
件
。
法
規
議
案
二
件
。
以
上
九
件
の
議
案
内
容
で
あ
り
ま
す
。
皆
様
方
に
は
何

卒
慎
重
な
る
ご
審
議
の
上
、
意
の
あ
る
と
こ
ろ
を
お
汲
み
頂
き
、
ご
協
賛
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 
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「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
」
中
央
委
員
会
報
告 

 

  
去
る
三
月
六

日
、
伝

道
本
部

に
て
第
二
回
中
央
委
員
会
が

開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

宗
法
改
定
に
伴
い
基
幹
運
動
は
「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動

」

に
名
称
が
変
わ

り
ま
し
た
。
こ
れ
は

単
に
名
称
が
変
わ

っ
た
だ
け

で

は
な
く

、
運
動
の
質
そ
の
も
の
が
変
わ
っ
た
こ
と

で
す
。
総
合

基
本

計
画
に
お
い
て
は

、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
「
差
別

」
「
ヤ
ス
ク

ニ
問
題
」
の
内
容

（
文

言
）
は
な
く
な
り
、
教
団
の
「

公
益
性

」
と

い
う
こ
と
ば
か

り
が
強

調
さ
れ
る

よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。
委
員
会

で
は
各
教
区
か

ら
こ
れ
ま
で
の
運
動
の
取

り
組
み
が
変
容
し
て
い
く

こ
と
を
危
惧
す
る
発

言
・
質
問
が
相
次
い
で
あ

り
ま
し
た
。 

今
回
、
特

に
安
芸
教
区
「
過
去
帳

又
は
こ
れ

に
類
す
る
帳

簿
の

開

示

問
題
」
に
つ
い
て
協

議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

問
題
は
『
宗
報

三
月
号
』
に
掲
載
さ
れ
る
と
の
こ
と

で
詳
し

い
説

明
も
な
か
っ
た
た

め

、
問
題
の
重
大
性
を
指
摘
す
る

意
見
が

各
教
区
の

委
員
か
ら
投
げ

か
け
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の

意
見
に
対
し
て
、
こ
の
実
践
運
動

の
中
枢
と
な
る
重
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
室
が
教

団
全
体
の
重
大
な

問
題
と
し

て
受
け
と
め
る
回

答
は
な
く
、
あ
く
ま

で
社
会
部
（
人

権

問
題
担
当

）
の

問
題
と
し
て
取

り
扱
わ
れ
る
こ
と

に
と

ど
ま
り
ま
し

た
。
ま
た
、
中
央

に
対
す
る
意
見
具
申
の
提
出

に
つ
い
て
も
中
央
（
総

局
）
が

、
ど
の

よ
う
に
取
り
扱

う
か

に
つ
い
て
も
具
体
的
な
答
弁
は

な
く
、
重
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推

進
室
か
ら
の
一
方
的
な
試
案
を
提
示

す
る
内
容
で
委
員
会
は
終
了
し
ま
し
た
。 

各
教
区

の

委

員
か

ら
は

、
こ

れ

ま

で
推

進
し

て
き
た

基

幹
運

動

の
理
念
を
確
認
す
る
発

言
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
ま
す
。 

「

苦
し

み

に
あ
る

門
信

徒
の

声

を

切
り

捨

て

て
、
教

団

・
寺

院

を
護

る

た

め

に
搾

取

を
し

続

け
た

自

ら
の

姿
勢

を

問
わ

ず

し

て

、

社

会

の

信

用

は

取

り

戻

せ

る

の

か

？

」
「

既

得

権

益

を

守

る

た

め

に
表

面

上

（
う
わ

べ

）
だ
け

を
と

り

つ
く

ろ

う

よ

う
な

実

践

運

動

に
な

っ

て

い
く

の

で
は
な

い
か

？

」

等

々
。

現
在

の
教

団

に
対

す

る

危
機

感
を
募

ら
せ

る
声

と

共
に

、
こ

れ

ま

で
の

運
動

の

取

り
組

み
継
続
が
重
要
で
あ
る
こ
と
の
意
見
も
多
数

よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

基

幹
運

動

の

発
端

と

な

っ
た

言
葉

「
形

ば

か

り
の

僧

侶

、
名

ば

か

り
の

門
徒

」
を

思

い
出

し

、
こ

れ

ま

で
の
運

動

が

、
教

団
の

体

裁
や

念

仏

の
声

を

広

め
る

こ

と

で

で
は

な

く

、
念

仏
の

中

身

、
教

え
の

受

け

と
め

、

自

ら
の

内

実
が

問
わ

れ

て
き
た

こ
と

を

忘

れ

て

は
な

り
ま

せ
ん

。

こ

れ
ま

で
教

団
が

犯

し

て
き
た

誤
り
を

糾

（
た

だ
）
す

こ

と
な

く

、
表
向

き

だ
け

の

実

践

運
動

で
あ
れ

ば

、
ま

す

ま
す
社
会
的
信
用
の
失

墜
は
免
れ
な

い
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

何

の
た

め

の

運
動

な

の

か
再

度

、

確
認
を

す

る
必

要

が

あ
る

と

思
い
ま
す
。 

【
教
区
実
践
運
動
委
員
会
副
委
員
長 

山
名 

一
徳
】 

◇
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
の
コ
ー
ナ
ー 



 

 

 

ラジオ放送～西本願寺の時間～ 

     『みほとけとともに』      
      北日本放送（ＫＮＢ）・７３８kHz. 
  ◎毎 週 土 曜 日（本 山 制 作）午前6:15～6:25 
□第２・４日曜日（富山・高岡制作）午前6:00～6:10 

◎４／13（土）：末本 弘然 氏（大阪府・正福寺） 

「見方が転じて絆が生まれる―甥の死に思う―」

□４／14（日）：磯原 孝雄 氏（高岡教区・光明寺） 

◎４／20（土）：末本 弘然 氏（大阪府・正福寺） 

「縁あって「ナムのひろば」ができました」 

◎４／27（土）：  未   定 

□４／28（日）：吉江 忠了 氏（高岡教区・伝教寺） 

◎５／４（土）： 未   定 

◎５／11（土）： 未   定 

□５／12（日）： 未  定 （富山教区） 
 
 
 

☆お知らせ☆ 
『法輪せんべい』販売について 

お茶菓子やご法事・ご法座の折のお扱いにいかがでしょう

か。お申し込み先は下記のとおり。 

FAX.でのお申し込みも承ります。どうぞご利用下さい。  
一袋二枚入りで価格は次の通り 
※ 一袋二枚入りで価格は次の通り 

・特大箱（１７５袋）  ７，０００円 
・大 箱 （４５袋）  ２，０００円 
・小 箱 （１６袋）    ９００円 

お申込み先は・・・〒933－0003  高岡市能町１２９８ 
耳浦 康真（本誓寺） Tel.＆Fax.(0766)2３-9822 

【西本願寺高岡会館５月の常例法座】 

ご講師：吉 岡 法 輪 師  

（ 山 口 教 区 ・ 正 福 寺 ） 

ご講題：『祖師聖人の仰せに聴く』 
午後１時２０分頃からビデオ上映、２時から

お正信偈六首引のお勤めです。どうぞお誘い

あわせてお参りください。 

   ◇これからの日程（４/２２～５/２４）◇  

 ４月     

 

22 

24 

 

 

25 

 

26 

 

27 

30 

５月 

１ 

６ 

 

８ 

９ 

 

11 

 

13 

 

24 

寺院女性会連盟総会 

長寿苑ビハーラ活動 

門徒推進員世話役会 

 

仏教婦人会連盟総会 

教務所長歓送迎会 

聖典セミナー（１回目） 

 

寺族青年会総会 

 

 

雨晴苑ビハーラ活動 

骨董市（～８） 

 

北陸藤の会総会 

仏壮理事会 

 

常例法座 

 

聖典セミナー（２回目） 

 

仏婦常任委員 

・大会実行委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハンセン病ふるさとネッ

ト総会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

編
集
後
記 

ど
う
し
た
ら
寺
に
人
が
来
る
の
か
？ 

だ
ん
だ
ん
と
お
参
り
さ
れ
る
方
が
少
な
く
な
っ
て
き
た
と
言
わ
れ
て
い
る
中
、
あ
る
仏
壇
店

で
は
、
年
に
数
回
、
七
十
名
余
り
が
参
加
し
て
い
る
法
話
会
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
聞

き
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
仏
壇
店
で
す
か
ら
、
仏
壇
を
売
る
こ
と
も
目
的
の
ひ
と
つ
に
は
あ
る
と

は
思
い
ま
す
。 

し
か
し
、
仏
壇
を
売
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
て
も
法
話
会
を
開
催
し
、
仏
さ
ま
の
お
話
を

皆
さ
ん
に
聞
い
て
も
ら
う
こ
と
は
、
本
来
、
寺
院
が
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ

る
は
ず
で
す
。 

近
年
、
報
恩
講
等
で
の
法
座
の
数
が
減
っ
て
き
て
い
る
中
、
寺
が
し
な
い
（
で
き
な
い
）
な

ら
、
私
た
ち
が
率
先
し
て
行
っ
て
い
こ
う
と
い
う
姿
勢
に
対
し
て
、
見
習
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
た
こ
と
と
、
仏
壇
店
で
の
法
話
会
の
回
数
が
増
え
て
く
る
と
、
ま
す
ま
す
寺
に
人
が

来
な
く
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
危
機
感
を
覚
え
た
出
来
事
で
あ
り
ま
し
た
。 

（
担
当
） 


